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英語における間接受動構文の発達

山川喜久男
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　一般に，西欧語における受動態（Passive　voice）は，論理的に能動態（Active

voice）に対応する陳述の言語形式であると考えられている。受動態に対する主語が，

能動態に対する目的語に相当するということが自明の原理とみなされ，それが実際の

言語表現を規定しているのは事実である。しかし，このように受動態という述語動詞

の形式を論理的に理解しているだけでは，特定言語に見られる現実の統語現象として

の受動構文の実相を十分に識認しえているとは言えない。近代英語の受動態の1種に，

Uα勿8ゐθ飢g伽πa　new　hat。におけるように，あとに直接目的語を従えている構造

が慣用化し確立しているという現象を考えるとき，単に受動態を含む文構造が能動態

を含む文構造に論理的に対応するという考え方のほかに，受動態という叙述様式その

ものに焦点を置いた考察が要請されよう。

　現実の言語史上においても，受動態の主語が対応する能動態の対格目的語（Accu－

sative　object）に当たっているのが普通である。もともと，対格（Accusative　case）

は，斜格（Oblique　cases）のうちでも，主格（Nominative　case）に直接に対立す

る関係にある概念を示す格であり，他動詞の目的語になりうる資格をもっとも多分に

備えた形態である・この対格で表現される目的語が受動態に対しては主語として主格

で表現されるようになるという過程は，上に述べた能動・受動の両構文の間に認めら

れる論理的関係が・言語形式上に忠実に写し出されたものにほかならない。同じ斜格

でも，与格（Dative　case）は主格に間接的に対立する関係にある概念を示している。

それは動作に関与する対象をさし，しばしぱ動作による物理的および精神的利害関係

の及ぽされる人を示すのが本質的な機能である。統語上の要素としての目的語は，多
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かれ少なかれ述語動詞の表わす動作や状態に対し従属的関係にある対象をさすもので

あるが，与格で表現される目的語は，対格で表現される目的語にくらべ，いっそう間

接的な従属要素であり，それだけ副詞性の多いものである。述語動詞のうちには，授

与・伝達・欲求・拒絶などに類する行動を表わすもので，その対象として直接的なも

のをさす直接目的語（Direct　object）と間接的な人をさす間接目的語（lndirect

object）を従える種類のものがあるが，形態上では，普通，前者に対格が，後者に与

格があてがわれるのも，対格と与格との特徴的な機能に帰せられることである。この

種の二重目的語（Double　object）を従える動詞が受動態で表現されるとき・能動態

に対する直接目的語としての対格が主語として主格で表わされ，能動態に対する間接
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ
目的語としての与格はそのまま保留されることとなる。ドイツ語の例で言えば，Mir

hat　erθ伽επ％麗πH励gegeben．に対する受動構文は，Mir　istθ伽％麗γH磁

gegebenworden。である。

　英語は中期英語の時期以来，対格と与格との形態上の区別が失われ，語形上では直

接目的語と間接目的語とは識別されがたいものとなっているが，いずれにせよ，上に

あげたドイツ語の文に平行する構文として，I　have　been　given　a　mw　hat，が発達

しているという事実は注意されるべきである。屈折語であるドイツ語では，強調され

ている人をさすmiτが与格のままで文頭に表現されているのに対し，分析語である

英語では，人をさす1が文頭に主格の形態で表わされ，ものをさすa　new　hatが

受動態のあとに保留されている。二つの国語の表現法を比較するとき，ドイツ語では。

意味上のリズムが固定した形態のわく内で文構造の上に打ち出されているのに対し，

英語では，文構造が形態上でも意味のリズムに調和しているということができる。も

ちろん英語にも，A　new五at　has　been　given皿e，のような構文が存在するが，そ

れはI　have　been　given　a　new　hat．とは，違った文脈で違った意味のリズムをも

って用いられる文である。前者は，統語上の間接目的語を保留しており，対応する能

動構文における直接目的語を主語とし，論理上，能動構文から直接に引き出されうる

受動構文であるという点で，上にあげたドイツ文と共通している。それに対し，後者

は，統語上の直接目的語を保留し，対応する能動構文における間接目的語を主語とし・

＊　もっとも，屈折語のうちでもギリシア語に次のような間接受動構文の見られることは注目

　に価する。”4温oτごμε2ζoレδπ‘τα冗θ加εσθε・一Thucydides，i・140・（＝Yo皿wi11五avesome

。t五ergreaterc・mmandimp・sed・ny・u，）（cf・Active：”遼λえ・τ‘μεrζ・P6μ『レεπ‘τ凌一

ξoレσゆ．［δμん（＝you）は与猪形］）（q，Go（xlwin，五θγ8θあσγα鴉mωγ§123g），

＊＊　Curme，11σγα鵠皿αγo∫銃θ0β”παπ五απ9％α9θ（2nd　ed・）P・525によるo



論理的には間接的にしか認容されえない受動構文である。本稿では，A　new　hat肱s

ゐε飢g伽πme．で代表される受動構文を「直接受動構文」（Direct　passive　construc－

tion）と称し，それに対し，英語特有の1肱びθbθ8πg惚πa　new　hat．で代表され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る受動構文を「間接受動構文」（lndirect　passive　construction）と称して，後者が

i英語の統語法に発達した事情とその構造上ないし意味上の特質を探ってみたいと思

う。

H

　英語に間接受動構文を発達させた要因は，英語史上における形態変遷という特殊事

情と統語上に認められる特質との2面に求められる。この二つの要因は，英語史上の

各時期にわたって，表裏一体をなして作用しているものであり，別々に切り離して観

察することはできない。いかにも，形態上から，中期英語（Middle　English）以降に

おいて，英語の格組織が崩壊し，特に名詞の与格と対格，さらにそれと主格の差別が

失われるようになったことが，間接受動構文の発達を大きく促進させたということが

できる。代名詞ばかりでなく名詞や形容詞においても，主格・対格・与格の形態上の

差異が保持されていた古期英語（01d　English）では，今日のドイツ語などにおける
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙
と同様，一般に直接受動構文が用いられていた。しかし，ここで注意しておかなけれ

ばならないことは，古期英語においても，直接受動構文の優勢な型は非論理的で，し

擢しば非人称構造（lmpersonalconstruction）の特徴を呈するものであったという事

実である。このことを引用によって例証する前に，まず，一般に古期英語の受動構文

に認められる非人称的性格を注目しなければならない。

　一体，受動構文の表現は論理的思考を反映させた形式ばった文体に適するものであ

り，素朴で直観的な文体を特徴とする古期英語では，受動構文が主語を含まないとい

う非論理的様相を呈することがあった。

（1）Witodlice6aln　ylcan　dome6e　ge　demap，θoωゐψgθd佛θ4，and　on

＊　“Diτect　passive，”“ln（1irect　passive’ンの名称はKruisinga，〆4Hα嘱bo誘o∫Pγ8s8撹－

1）αすE㎎ZおんII。§461によるが，また，‘‘ImpersQnal　passive，”“Personal　passive’ンの

名で呼ぱれることもある（cf、S6derlind，惚γbS写π脇謬伽JoんπZ）矧6θπ’s　Pγ08θII）。この

名称は，後に述ぺるように，間接受動構文の発達が非人称構造から人称構造への推移に関連

　している点に鑑み・示唆的であるが，またそれだけ明確さを欠くものであるため・本稿では

主題の名称としてはそれを避けることとした。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ
δa皿ylcan　gemete6e　ge　metapン80ω6ψgθη麟θπ，一A，一S、Gosp．71肱観θωvii，
2
，

　（2）　Soplice6am6e　h紀fpん伽bψgθsθα認and　he　h器fp　l…一伽4。xiii，

12．

この古期英語による聖書の2節に該当するWyc1遼e訳は，それぞれ

　（1ノ）　For　in　what　dome3e　demen，　タ8　shulen　δ6π　4θ窩Ψ♂，　an（1　in　what

mesure5e　meten，¢むsha1ゐθ窺θ伽to30u。（＝For　with　what　judgement　you

judge，you　will　be　judged，and　in　what　measure　yo且measure，it　will　be

meaSUredtOyOU．）
　（2’）　For乞6shal　bθタo％πto　hym　that　hath，and　he　shal　have　plentee；…

（＝For　it　will　be　given　to　him　who　has，and　lle　will　have　abund＆nce．）

である。Anglo－Saxon訳による（1）のbip　gedemed，bypgemeten，（2）のもyp

gesealdという受動態に対して主格による主語が表現されていないのであるが，1389

年刊行のWycli鉦e訳では，それぞれ．ヲθshulen　ben　demyd，ゼむshal　be　meten，¢む

shal　be30uenと，主語が明らかに表わされている。このうち，eow　byp　gemetan＞

i七shal　be　meten　to30uとhim　byp　geseald＞it　shal　be30uen　to五ymの推移

では，Wycliffe訳において，ものをさす主格の代名詞itが表わされ・語順が変わっ

ているというほかには，Anglo－Saxon訳とWycli飽訳との間に各要素の形態と機能

に変動がない。一般にWycli飽訳では，Anglo－Saxon訳における与格は前置詞to

による迂言形によって忠実に写し出されている。

　しかし，（1），（1’）の前半に見られる80”bip　gedemed＞タθshulen　bendemyd

の推移では，構造が非人称的から人称的に変動し，Anglo－Saxon訳の与格eow（＞

ModEッo％）がWycli飽訳で主格3e（＞ModEΨ8）ヒ変えられている。この形態と

それに伴う統語上の構造の変遷は，古期英語において与楕を支配していた動詞が中期

英語の後期において，与格と対格の区別が失われるにつれて，対楕を支配する一般の

他動詞とみなされるようになったことに起因する。古期英語のd6manは‘judge’の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意味では，普通，人をさす与格を従えて用いられた。中期英語では，dδmenが一般

＊　The　Anglo－Saxon，or　West－Saxon，Gospelsの略。以下7引用する聖書のA・一S・訳・

Wycli蝕訳，およぴTyndale訳は，Bosworth＆Waring4ん8σo弼oαπ4且πgZo一翫の伽

σospθZ3ω琵ん6んθ陀γ銘oπs　o∫研霧6あが8αη♂丁写翻αZ8（3rd　ed．，Lon（10n，1888）にょるo

＊＊　もっとも，Anglian方言では同じ意味のd6manが対格を支配した。（1）に引用した

West　Saxon訳のθ側bip　gedemedは，Lindisfame　Gospelsで1ま98bi60n　gedoemed・

Rus五worth　Gospelsでは98beop　doemdeとなっていて7それぞれ主格の　9θが受動態

　の前に用いられている（cf．OED，s．v，DEEM”、1，2）。またWestSaxon訳（次ぺ一ジ〆〉〉
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の他動詞なみに主格を主語とする受動態で用いられるようになったわけである。

　古期英語のeow　bip　gedemedやeow　byp　gemetenという受動構文は，d6manし，

またmetanする行為者と，その行為を直接にこうむる対象との相対関係を前提とす

ることのない，いわば端的に行為そのものを軸とし，それに加えて関与する人を表現

した構造である。それは受動構文としては非論理的であると同時に，非人称構造の特

徴を露呈したものである。古期英語の典型的な非人称動詞Pyncan（＝seem）は，与

格を添えてhi皿Pu批e（＝it　seemed　tohim）のように用いられるが，・また非人称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ動詞そのものが受動態をなして，？〃螂hiln　gψ痂εのように用いられることがある。

ちょうど日本語の「…とかれには思われた」に相当する受動表現である。次に，その

具体例を示そう。

　（3）　mid　gela｝redre五anda　lle　swang　pone　top　mid　swa　micelre　swiftnesse

p紀tδα肌o解gθ乞θの3gψ％ん6swilce　he　of　y1（1e　to　iugu6e　gew記n（l　w紀re．一

。4poZZoπ惚3げ丁解θxIII．（＝He　skilfully　whipped　the　top　with　such　swiftness

that　it　seemed　to　the　king　as　if　lle五ad　been　tumed　from　age　to　youtl1．）

　このwεes　gePu批は，発生的には分析形式の中間態表現からの類推によるものと

考えられるが，いずれにしても単純なPu五teに対する強意的な迂言形であり，論理

的な行為者の概念から超絶し，統語上の主語の介在を必要としない，人の心的状態そ

　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　
のものに焦点を合わせた受動表現である。6a皿cynge　wおs　gepuhtは非論理的受動

　（、）でも，次のようにd6manの受動態が主語としての主格に伴っている例が見られる。

Nelle　ge　deman，and　gθne　bθoク4θ㎜848，一L励θvi．37，（＝Don7t，udge，and　you

　will　not　be　judged。）／for6am6yses　mi（1（1aneardesεαz40γΨ39848罵4，一Jioん％xvi．11．

　（＝because　the　prince　of　this　world五as　been　judged，）

＊　d6manよりもいっそう普通に人をさす与格を支配する古期英語の動詞に，cw6man

（＝please），helpan（＝五elp），pancian（コthank），b60dan（＝comman（1，summon）など

　があり，それらの動詞が中期英語において主格を伴う受動態で用いられるようになる過程は，

van　der　Ga且f，“The　Conversion　of　the　Indirect　Personal　Object　into　the　Subject

o董aPassiveConstruction”§§3－13（Eπ9‘乞就S施伽θsXI（1929），PP．2－7）に，克明

　に記述されている。特に，中期英語で一種の間投詞的慣用法となったPanked　be　God，

panked　be　heがman　panke　God，man　panke　llimに直接に対応すぺき受動構文では

　ない（§7）と述ぺているのは，この際示唆に富む注意である。

＊＊　この統語法は，次のように，近代初期のThomasMoreの英語にまで見られる。伽脇3

読o％gん6肌60むんθpγo‘θo蓄o秘γ…that五er　kepyng　of　the　Kinges　brQt五er・り・was　the　thing

which…一丁んθ捌360γ写o∫K解g捌o肱γd読θ7’ん乞γ448G3（1513）（q，Visser，五

S暫π伽o∫‘ん8翫9戯LαηgZ鵬9θo∫S哲丁んo㎜3必oγθ§575）．

＊＊＊　ドイツ語の動作や状態の発生そのものを強調する次のような受動構文が（次ぺ一ジだ〉
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構文の端的な例と言えるが，eow　biP　gedemed，eow　byp　gemetenには，それと共

通した性格が認められるのである。

　古期英語から中期英語へかけての（a）eow　bip　gedemed〉5e　s五ulen　ben　demyd

と（b）eow　byP　gemeten＞it　shal　be皿eten　to50uの推移は，英語の統語史上に

おける特徴のある二つの動向を象徴している。構造上では，（a）は古期英語の非人称

構造を中期英語の人称構造に変動させており，（b）はそれを中期英語に継承させてい

ると言える。しかし，語順の上では，かえって（a）がr人の表現＋述語動詞」の

型を維持させており，古期英語における非論理的受動構文の特徴を中期英語にまで持

ち越させている。それに対し，（b）では，非論理的な受動構文が論理的で直接的な受

動構文に構成し直されているというべきである。古期英語の受動表現は非人称的で非

論理的であるが，中期英語以後では，一方においては，r人をさす主語＋述語」と

いう近代的な叙述様式に，他方においては，ものの表現を主語とする受動構文という

論理的な外形のもとに，それぞれ調整されている。上の（a）と（b）が二つの系列を

代表するものとみなすならば，そのどちらを引き継ぐ表現法も，文脈に沿うて適宜に

選ばれ，それなりの文体価値を発揮している。しかし一般的に言えば，（a）を引き継

ぐ表現法が（b）を引き継ぐ表現法よりも，いっそう英語の口語的慣用法に適合して

いるものである。本稿の主題とする間接受動構文は，この（a）の系列に属する表現

法であることはいうまでもない。上の引用例（2）におけるhm　byp　gesealdは，

そのまま間接受動構文の原型をなす例であるが，これを含む聖書の個所が，さらに近

代の訳書ではどのように表現されているかという問題は，改めて後の章Wで取り上

げることとする。

皿

　古期英語においては，二重目的語を従える動詞の受動態は，能動態における対格目

的語を主格形による主語とするのが普通であった。ただし，その揚合，受動態の述語

動詞に添えられる人をさす与格は，しばしば文頭または文頭に近い位置か，あるいは

少なくとも主語である主格よりも前の位置に置かれることが多かった。直接受動構文

におけるこの強調的語順が，後の間接受動構文を惹き起こす重大な要因であり，ここ

（、）比較され’る00benω乞γ♂9％（鵬26。（＝丁五ere　is（1ancing　going　on　upstairs。）！Es

卸乞7498Zα彫∫6π，（＝There　is　running　going　on，）Cf。Curme，oP．o記，P　338，
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で特に注意されるべきものである。

　もっとも，古期英語にも，次のように，主語を文頭もしくは文頭に近い位置に表わ

している直接受動構文の例は見受けられる。

　（1）　sib乞3∫oアgザθπgo（乞θ398Zα6F％πgθ。一ノElfric，L物θs（ゾSαゼπ哲s　Ix，　130－1．

（＝Peace　is　granted　to　God，s　congregation．）

　（2）　paω昭3田Tendeαガθ弛肌oθmpαπαゐo♂θπin　burgum，…一11π47εω3　230

－1．（＝Then　the　message　was　announced　to　tlle　noble　warrior　in　the　city．）

　これらの文に見られる語順は，古期英語においても，一次的伝達にかなった正規な

構造をなすものと考えられる。しかし実際には，直接受動構文は，もっとリズムの抑

揚に富んだ端的な語順をなして現われるほうが普通のようである。

　いま，Anglo－Saxon　Gospelsの漁航伽中に現われる直接受動構文を調べてみる

と，（1）r主語＋与格目的語＋述語動詞」が3個所（vi．33，xi。27，xiii。12），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）r主語＋助動詞＋与格目的語＋過去分詞」が1個所（xxvi，9），（3）r助

動詞＋主語＋与格目的語＋過去分詞」が1個所（xii．32），（4）「主語＋述
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語動詞十与格目的語」が2個所（xii．31，xxi．43），（5）「与格目的語＋述語動

詞（＋主語）」が11個所（vii．7〔2個所〕，ix．5，x．19，xii，32，xiii，11〔2個

，所〕，xiii．12，xiv．4，xxi．43，xxviii．18），（6）「助動詞＋与格目的語＋過去

　　　　　　　　　　　　ホヰホ分詞＋主語」が1個所（xix．13），（7）「与楕目的語＋助動詞＋主語＋過去

分詞」が2個所（xii．39，xviii．24），（8）r与格目的語十関係詞＋主語＋述語

動詞」が1個所（xix．11）となっている。都合，22個所のうち最多数を占める（5）

は，上のHの（2）に例示したもののように，r与格目的語＋述語動詞」のあとに

＊　ただし，このxxvi。9は餌3窺謝8ゐθoπgeseald　to　myclum　wurpe，andクε研九鵠

g84α3Zθ4，（＝This　migllt　have　been　sold　at　a　high　price，and　given　to　the　pooL）と

なっていて，r与格目的語十過去分詞」に先立つr主語十助動詞」は，先行する等位節

から補われるものである。

＊＊　xxi，43の問題の構造は，（5）に属する構造に連続して，eow　byp記tbroden（ん46s

悔oθ，andゐψgθ38α認δα1γθク80dθ6e　hys　eamap．（＝The　kingdom　of　God　will　be

taken　from　you，and　will　be　given　to　the　people　who　deserve　it・）　となっており，

　r述語動詞十与格目的語」に先立つ主語は，先行の等位節で終位を占めている主語と共通

なものと解釈した。なお，問題の構造で終位を占めている与格の語があとに関係詞節を伴っ

ている点に注意される。

＊＊＊　ただし，このxix．13では，1）a　w記ron雇窩gebro五te　lytlingas60，…（ニThen

some　children　were　broughtto　him．）のように，節尾に前置詞toが添えられ，前の与

格himの機能を分析的に補強している。あとの引用例（8）と比較されるぺきである。
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主格形の主語を表現していないもの（vii，7の2個所，xii．32，xiii．11，xiii．12，

xvi．4）や，不定詞句を伴うもの（xiii．11）をも含んでいる。この構造では，多かれ

少なかれ，主語は補足的表現として追加されていると解されるものであり，従って，

前後の文脈上から主語となるべき概念が自明であるか，または論理上の主語として不

定な概念しか意識されていない揚合には，受動態のあとにことさらに主格が表現され

ないで済むようになるのである。このように考えれば，終位に主語を表現している構

造とそれを表現していない構造とを，本質的には同じ範疇のものとみなすことが許さ

れよう。上に（5）の型の表示で，r与格目的語＋述語動詞」のあとに続くr＋主

語」をカッコに囲い，その中に主語の表現されていない例をも含めたのは，そのため

である。

　この（5）と（6），（7）は，与格目的語を端的に首位または首位に準ずる位置に

すえている点で共通している。また，（8）は受動構造が従節内に現われているため，

述語動詞が終位となっているものであるが，与格の語が関係詞の先行詞として前方の

きわだった位置に表わされており，やはり（5）と共通性をもつ構造とみなされるぺ

きである。それに対し，（1）は主格形の主語を首位に表現した，いわば論理的構造

であり，（2），（3），（4）はその変型かまたは偶発的現象と解してよいものである。

従って，大別して論理的な（1），（2），（3），（4）と強調的ないし非人称的な（5），

（6），（7），（8）との二つの型を考えてみることが可能である。いま，前者をA

型，後者をB型と名づけれ・ば，A，B両型の頻度数の比は7：15ということになる。

文体的にも限られた英訳聖書の一部だけを資料とした調査の結果ではあるが，これに

よってほぼB型の優勢が察知されよう。

　上にあげた例の（1），（2）はA型に属するものであるが，なお，惚幽伽からA

型の引用例を一，二付け加えておく。

　（3）　Ealle　ping耀s拠6gθ3θωZdθfram　minum　f紀dyrン…一xi．27．（＝All

things　are　given　me　by皿y　Fat五er．）

　（4）　記1c　synn　and　bysmur－sprおc　bψ∫oγg蜥θ箆鵠αππ％肌，…一xii．31、（＝

Every　sin　and　blasphemy　is　forgiven　to　men．）

　（3）は，受動態に行為者を示す前置詞framによる句が添えられていて，いかに

も論理的発想を反映させている文であり，（4）は，各要素の配列の点で，全く近代

英語の語順と変わりがない。もっとも，与格目的語がmannumという名詞であるこ

とに注意すべきである。もしそれが代名詞であったならば，…ん伽byP　forgyfenと

いうような（3）におけると同じ語順になっているところと推定される。
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次に，B型の例を引用しておく。

　（5）　Biddap，a，nd60側ゐゼクg8sε認（君∫seceap，an（1ge五it　fin（iap　l　cnuciap，an（1

θoωゐψo窺拠84，一vii．7．（＝Ask，and　it　will　be　given　you　l　seek，and　you

will　fin（ユit；k且ock，an（i　it　will　be　opene（ユto　you．）

　（6）　And　swa　hwylc　swa　cwyp　word　ongen　mames　sunu，ん襯bψ∫oγ一

g蜥θη∫se6e　soplice　cwyp　ongen　Haligne　G＆st，neゐψhyt勿視∫oγgψε冗，ne

on6isse　worulde，ne　on6ξere　towear（1an＿xii．32．（＝An（1whoever　says　a

word　ag＆inst　the　son　of　man，will　be　forgiven　l　but　the　man　who　says

against　tlle　Holy　G五〇st　will　not　be　forgiven　it，eitller　in　this　world　or　in

the　other　world．）

　（7）　θoω乞s　gθs8α耐to　witanne　五eofena　rices　gerynu　l　and　雇肌　π創s　na

gθ3鰯♂．一xiii．11．（＝lt　bas　been　given　you　to　know　the　mysteries　of　the

king（10m　of　heaven　l　but　to　them　it五as　not　been　given、）

　（8）　And6a　heδεet　gerad　sette，ん珈卿α｝s　anゐγoん‘，se　llinl　sceolde　tyn

pusend　punda，一xviii．24，（＝And　when　he　had　begun　to　reckon，there　was

brought　to　him　a　man　w五〇〇wed　him　ten　thousand　talents．）

　（9）　Ne　underfop　ealle　mennδis　word　l　acδαηみ6e　hyt　gθ3θαZd穿3，一xix，

1L（＝Not　everyolle　can　accept　this　wor（11but　only　those　to　whom　it　has

been　given．）

　このうち，（6）の第2文に見られるne　byp　llyt　hym　forgyfenは，A型の

（3）に属する構造であるが，ここでは，否定語neに率いられて首位に出された定

形動詞byPのあとを受けて，軽い調子で形式語の五yt（＞ModE幻が配置され，

構造上のリズムを整えているもののように思われる。それに対し，第1文における

hytの表現されていないhm　byP　forgyfenは本来の非人称的特徴を露呈した簡潔

な表現である。これを含めて，上の引用例で首位を占めている人をさす与格の代名詞

は，すべてそれぞれの文脈で端的な強勢を帯ぴさせられていることに注意すべきであ

る。特に，（6）の第1文のhimはそれに先行するswa　hwylc　swaに始まる不定

関係詞節と同格的に用いられて，意味の脈絡を明瞭にしており，（7）のeowとhim

はたがいに対照的な位置に置かれて強調されている。（9）についてはすでに言及し

たが，関係詞6eの先行詞としての6am（p田m）は与格複数形の指示代名詞である。

それは意味上では第1文のealle　mennと対等に主格で表わされるべき要素である

が，統語上6eとともに，あとの関係詞節を導く決定詞として，節内における機能に

応じた形態で表わされているものである。

　統語上で注意されるのは，（7）のeow　is　geseald60漉6α肌8…という受動態に接

する不定詞句の用法である。この文におけるgesellanは，オπgZo－S砿伽．Z）伽。，Sup一
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plement，p．406γ．で‘‘of馳e　Deity，60gγα撹，々θ3‘oωa　faculty，power，advan－

tage，＆c，”と定義している意味のもので，あとに不定詞を従える統語法もラテン語の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
dafeの用法に準じたものと考えられる。ちなみに，（7）に該当するラテン語聖書の

文は，

　　（7ノ）　uoゐ乞3伽臨勉6s孟πos3θ皿ysteτia　regni　coelorum　l　illis　autem　non　est

　（iatum．

となっており，Wycli飽訳でも，

　　（7”）　亡oタo％乞巨3タo％θπ∫oγ60乃πoωθtlle　mysterie　of　the　kyngdam　of

　heuenes　l　but　it　is　nat50uen　to　hem．

と，同じ構造が写されている。WyCli鉦e訳では形式上の主語としてitが用いられ，

あとの不定詞をあらかじめ代表しているかのように見え，その不定詞がこの文の論理

上の主語であることを裏書きしているように思われる。30uenを‘granted’の意味

と考えれば，そのような解釈が成り立つわけである・しかし，このことを別にして，

古期英語のeow　is　geseald　to　witanneという表現そのものに即して言えば，to

witanneはis　gesealdに密着して，その意味を補足しており，述語としてis　ge－

seald　to　witanneがひとまとまりの機能上の単位を構成しているように考えられる。

その点，こ．の表現法は近代英語の慣用的間接受動構文である1αm　g伽πごo槻4θγ一
　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　ネ

5厩πd…の類に通ずる統語的性格を帯びていると言える。近代における間接受動構文

の発達を考え合わせるにつけ，古期英語のeow　is　geseald　towitanne…は論理的主

語をもたぬ非人称的文であり，むしろ冒頭の与格形eowはis　geseald　to　witanne…

全体を述語とする心理的主語であるという見解も是認されよう。

　次になお，B型の特徴を明らかにしている具体例を，Anglo－Saxon　Gospelsの他

の部分から引いておく。

　（10）　forgyfap，andθoωゐ劉♪∫oγ9ザθπ，Syllap　and　θoω　δ叙♪　9θ38αZ（君・一L％なθ

vi，37－8．（ニForgive，and　you　will　be　forgiven，Give，an（i　it　will　be　given

＊B拓臨SαoγαL説乞脇JValgat田EditionesSixtiVetClementisVIII（Bagster，

London）によるo

＊＊　van　der　Gaaf（op、o鉱§34）によれば，この受動表現は16世紀半ぱ以後に発生した

　という。Cf．OED，s．v。GIVE29c。

＊＊＊　ただし，Jespersen（砿o伽γπEπg、θ7α肱III・§15・3、）は，古期英語のこの9ese1－

1anに当たるgive（cf。OED，s．v。GlvE3）は，I　am　given　to　understand…のような

　間接受動構文には用いられないと注意している。VIの（18）に引用するN・E・Bの表現

　を参照されたい。
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to　yQU．）

　（11）　五e田t6a　offrung－hlafas，Oe　ん¢徊　ne　α沼写∫8dlθ　π昭γoπ　to　etanne，b廿ton

sacerdum　anum，…一届α伯ii．26．（＝He　ate　t五e　llallowed　loaves　which且o

one　was　allowed　to　eat，but　the　priests　alone．）

　（U）は間題の構造が関係詞節に現われているものであるが，受動態の述語動詞に

接する不定詞to　etameは，その意味の適応範囲を規定して，それに密着し・ひと

つながりの非人称構造を形成していると解すべきであろう。

IV

　古期英語に多いB型の直接受動構文は中期英語にも持ち越されている。英語はや

がて名詞における与格と主格・対格とが形態上で弁別できないものとなったが，与格

の人称代名詞を首位とする構造が14，5世紀まで，かなり根強く維持されているとい

う事実は注目に価することである。われわれはHIにおいて古期英語の引用例で，B型

の構造で首位を占める与格の語が強調されていることを観察したが，一般に，論理的

語順を超脱したこの一種の転倒の背後に，ものをさす論理上の主語の概念よりも叙述

に関与する人の概念にいっそう多くの話し手の関心が寄せられるという心理的傾向が

作用していると言える。Jespersen（必odθm　Eπg．σ鵠m。III．§15。241σ勧p68γ30π

Eπg．§80）は，能動構文において「間接目的語＋直接目的語」の語順が一般化し

ている現象に対するのと同様に，直接受動構文から間接受動構文への推移に対しても，

この人への関心という心理的要因を唱えている。しかし，皿において観察した古期英

語の例と，さらに次にあげる中期英語の例から判断して，この心理的傾向は，直接受

動構文から間接受動構文への変動の生ずる時期よりもはるかに以前から，言語表現の

上に強く反映されていることを知ることができる。確かにそれは変動の遠因をなして

いるということはできるが，直接の要因とするのは当を失しているように思われる。

　中期英語におけるB型の具体例をあげよう。

　（1）　王）o　pis　chi1（1was　boren，and観鵠卿¢3name　gθ％θπpo　com　pe　fader

his　speche一α♂伽gZ齢Hoη捌θ3xxII（a．1200）．（＝When　this　child　was

born　and　was　given　his　name，the　fatller　catne　to　llis　speec1L）

　（2）　Swa　ic　wen（1e　wel　pat　pe　s邸e　soδweoren，pe耀惚s　to－niht¢鰯房

bi　an　eorl　swic－ful　and　bald－Lαヲα脱oπ　3999－4000　（c．1205），（＝So　I

believed　that　the　saying　was　true　w五ich　was　told　me　tonight　about　a　bo1（1

and　crafty　ear1．）



14

　　（3）　a3ein　peos　twa　oωδ80δtwafald　blissen吻αγん86．　　且ηθγθπθIV乞33θ96

b．21－2（c，1225）。（＝ln　reward　for　these　two，twofold　joys　are　prepared

foryOu．）

　　（4）　pe　first　lagh　was　kald‘o　kin（1，ンpat　es　to　sai，kindli　to　doンAI　pat
　　　　　　　　　　　　ホ

ん襯乞びαsゐ棚8πto　l…　　0％γ507必％児臨9430－2（a．1300），（＝The　first　law　was

calle（1“of　nature，”that　is　to　say，to　do　naturally　all　that　he　was　com－

mande（1to　do．）

　　（5）班鴉側αs　not　gθ％so　mikel　plas，Warっn　he　mi3t　dee　fayre，…

伽d．16762／118－9。（＝He　was　no七allowed　so　much　place　wllere　he　could　die

easily．）

　　（6）　I　worsshipide　bope，and　tolde　hire　pe　toknes　pat盟8μ徽ダ膨？・6．

．P哲873PZo2〃瀧απAxl171－2．（a．1370）．（ニlbowe（1tothembot五andtold

them　tぬe　tokens　that　I　had　been　taught，）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ
　　（7）　Joseph…gouemede　pe　house　taken　to　hym：＆all　pinge3patεo勿隅

膨慨ゐ齢畷・　wycli登e，σθη臨3xxxix。4（c，1382）．（＝Joseph　govemed　the

house　entrusted　to　himンand　all　the　things　that　ha（1　been　delivered　to

him．）

　（8）　But昭瓢3600Zd一・丁五at　by　the　same　ensample　taughte　he　me　That
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホネ
I　ne　s五〇1de　wedded　be　but　ones．　C五aucer，0．T．，“丁五e　Wife　of　Batぬ’s

Tale，”D9－13（c・1386）・（＝But　I　was　told　t五at　lle，ゼ．θ．Christ，taught　me

by　the　same　example　t五at　I　should　not　have　mεしrried　more　than　once．）

　（9）　For　blood　bitokenes　gold，as　mθ卿α36α彫g玩．　　髄掘．581．（＝For　bloo（1

betokens　gold，as　I　was　taught．）

　　このうち，特に（9）がwas　taughtという受動態に対する具体的な主語を表現

しておらず，非人称構造の特徴を明らかにしている。また，（2），（4），（6），（7）

では，問題の構造がいずれもPat（＞that）またはPeに導かれる関係詞節内に用い

られ，もともと主語を顕示しない統語的環境の中にあって，やはり非人称的性格を暗

示している。B型の直接受動構造はこの種の関係詞節に適合し，そのわくによって支

＊　この末尾のtoはン7ぺ一ジの脚注＊＊＊にあげたA，一S。Gosp．，泌66．xix．13における

　ものや，（7）におけるもののように，与格関係を分析的に示すtoではなく，次にdoが

補われうる‘‘Pro－in且nitive”と見られる（cf．OED，s．v．ToB21）。

＊＊　このtakeは今日廃用となっている“tQgive　in　charge，commit，entrust”の意味

　で，中期英語でbetake，beteac五に代わって用いられた。対格と与格またはごo－phraseを

伴う点で，この例のPehouse6α初％εo勿呪も，凝縮した直接受動構造とみなされるぺき

　ものである（cf．OED，s．v．TAKE　u．60）Q

＊＊＊　丁舵α乙窺8拍％7g　TαZ8sの略。なお，Chaucerからの引用は　Baugh，0肱脚e〆3

　ハ血ゴoγPoβ‘篭（N．Y。，1963）によるo



、

15

えられているとも考えられる。さらに，（8）のme　was　tooldに続くオん碗一clause

は論理的には主語とみなすことができるが，本来，was　tooldに対する一種の副詞的

補語として追加されている要素であることは，皿の（7）の　eow　is　gesealdω

幅6α航θ…における不定詞句の揚合と同じである。その点，Me　was　toold　that…とい

う伝統的構造は・後の新しいI　was　told　that…という間接受動構文にきわめて自然

に推移すべき潜在性を備えたものである。

　（7）のWycli鉦eの例では，首位を占める与格の代名詞がオo　hymという前置詞

による分析形で表現されている。Wycli狂e訳の聖書では，ラテン語訳聖書における

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ与格が多くの揚合孟o－phraseで写されているが，この個所は，その句が首位に置かれ

てB型をなしている，むしろ珍しい例である。後にも述べるように，Wycli飾訳で

は，人をさす与格がtoによる分析形で表わされると同時に，それが受動態の述語動

詞のあとに置かれて，A型の直接受動構文を固定させようとする傾向が見られる。

　上にあげた例は，古期英語におけるB型を維持しているものであるが，その非人

称的特徴の濃い表現では，しばしば形式上の代名詞hit（it）を首位に立てて，与格

は受動態の述語動詞のあとに表わすという構造が，中期英語に多くなってきている。

それはB型の実質をA型の外形に調整させようとした現象と言えるものである。

次に，そのような形式の構造の見られる引用例をあげよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）　　pe　chyldren　of　yrae1　（iy（i（iLen　as　ゼ6　ωαs　乙84θπ　60　んθ鴉．一’～VycliH！e，

　θθπθs乞3xLv。21．（＝The　children　of　Isfael　did　as　they　were　commanded．）

　　（11）π乞sむoZ4％sithen　that　tLe　seyd　John　wortes　is　in　t五e　cite　of

　Rome，一・　P臨oπL臨θγs，No．5（1425）．（＝lt　is　told　me　then　that　the　same

　John　worts　is　in　t五e　city　of　Rome．）

　　（12）　ん髭ωα360Z（Zθ魏θthere　were　passyng　good　knyghtes；…一丁んθ砿07為3

　φS乞7Tんo糀α3惚Zo矧（ed．Vinaver）p．45（1469）．（ニI　was　told　that　there

　were　very　good　knights，）

　（11）におけるようなIt　is　told　me　that…は，現代英語では古風な構造とみなさ

れ’，I　anl　told　tha七…に代えられている。このように，It　is　told　me　that…という

非人称的直接受動構文は，I　am　told　that…という人称的間接受動構文に推移したの

であるが，前者はさらに（8）におけるような班e　is　told　that…にさかのぼるべき

＊　ちなみに，（7）に引用したθθπ・xxxix・4に該当するラテン語訳を記しておく。Joseph

　－gubemabat　credit3m　sibi　domum，et　universa　qu‘eθゼtradita　fuefant．

＊＊　この個所に該当するラテン語訳は次のようになっている。Fecerunt　filii　Israel　utθ乞s

？πα嘱α‘％吼九θγα6．eisはii（＝they）の与格o
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ものである。この（a）Me　is　told　that…＞（b）It　is　told　me　tllat…＞（c）I　am

told　that一・において，（a）の統語関係が（b）に維持され，それが（c）において変動

されているけれども，語順とそれに反映される意味上の比重の点では，むしろ（c）が

（a）に直結すべきものである。

　上の（10）におけるit　was　beden　to　meのような“it＋受動態＋ごo－phrase”

は，Wycli鉦e訳の聖書の統語法を特徴づけている形式である。そのことは，皿にあ

げたAnglo－Saxon　Gospelsの惚励伽からの引用例を，それに該当するWycli鉦e

訳と比較してみるとき明らかになる。Anglo－SaxonGospelsにおけるB型で，不定

詞句を伴っていたり，主格形の主語を表現していなかったりするvii．7（2個所），

xii．32，xiii．11（2個所），xiii．12，xvi．4のうち，xiii．11とxiii．12に該当す

るWyc1近e訳は，すでに皿の（7”）とHの（2’）にあげておいた通りである。その

　　　　　　　ホ他の個所も，xvi．4以外のものはみな，Wycli飾訳では次のように“it＋受動態

＋60－phrase”の構造によっている。

　（13）　Axe3e，and髭s五a1ゐ8タo％θπむoΨoマる∫seke3e，and3e　shulen　fynde　l

knocke3e，and撹sha1ゐθopηΨ（君60タo％．一『Vycli鉦e，孤α1麗ん8乞びvii，7　（cf，皿：

（5））．

　（14）　And　wllo　euere　sllal　seie　a　word　a3eins．，m＆nnys　sone，琵slla1ゐθ∫oγ一

タo％8π‘o勿ηぢforsotlle五e　that　shall　seye　a　wor（1a5eins　tlle　Holy　GoQst，命

shal　natゐθ／oγタo鵬πごo勾鵠，nether　in　this　world，ne　in　the　tot五er．一伽4．

xii．32（cf．皿（6））．

　さらに，皿の（10）にあげたAnglo－Saxon　GospelsのL％舵vi．37－8に該当す

るWycli飽訳も，やはり

　（15）　for5yue3e，and¢6sc五乱1b8∫oγタo％鴛πオoタo肱3yue3e，and　¢δscha1ゐ8

ヲ0％脇to50U・

となっている。

　いま，（13）のit曲al　be30uenごo忽側を皿の（5）の60ωbip　gesealdと比較

してみるとき，古期英語の統語法を象徴する後者におけるような，行動に関与する人

の概念を端的に強調する点は，中期英語の統語法を象徴する前者に認められない。そ

の代わりに，そういう人の概念を分析形式によっていっそう明晰に表現しているとい

＊　Anglo－Saxon　GospelsとWycli脱訳における惚6伽ωxvi・4は，それぞれ次のよう

になっている。A．一S．Gosp．；ん解θπ8勾ク9θs8αZ4，buton　Jonas　tacen，6aシs　witeg＆n・／

wycli鉦e：a　tokene　s五al　natδθヲo％θπごoゼ6，no　but　t五e　tokne　ofJonas7theprophete・

（＝No　token　will　be　given　to　them，but　the　token　of　the　prophet　Jonas．）
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うのが，Wycli挽の統語法における論理的直接受動構文の特徴と言えよう。

　このitを受動態の述語動詞の前に形式上の主語としてすえる構造は，論理的根拠

に基づくものであるが，また同じ首位に副詞を表わす次のような表現法も見られる。

　（16）　Ther　lasse　spekyng　hadde　ynough　su缶sed，Comtll　muchel　llarm；

オ舳3琶〃α3耀オoo砒and臨賜gん6．一Chaucerンα皿，“The　Mancipleンs　Tale，”H

336－7。（＝Where　less　speech　would五ave　been　enough，theτe　comes　much

llarm　l　so　I　was　told　an（1taught，）

　（17）　So　in　the　meanewhyle　conl　Merlyon　unto　the　courte　of　kynge

Arthure，an（1αηoπθ乞〃αs孟oZd8勿η匹t五e　adventure　of　t蝕e　swerde　and　t五e　deth

of　the　Lady　of　the　Lake，一丁んθ　1殉γ乃3q／S乞7　Tゐomα3　巫αンZo7宮，p．50．（＝＝S（〉

in　the　meanwhile　there　came　Merlion　to　the　court　of　King　Arthurンand

immediately　lle　was　told　the　a（1venture　of　the　sword　and　the　death　of　the

Ladyoft五eLake．）

　（17）では，具体的概念をさす主語のthe　adventure　of一曾は末尾に置かれている

が，（16）では，was　toold　and　taughtの論理的主語は先行する陳述全体から補わ

れるべきであり，それを受ける副詞のthusは，形式上の主語として用いられるit

と類似した機能を果たしていると言える。いずれにしても，これらの例におけるthus

やanoneは，語順の上でB型の構造において首位を占めるべき与格の語に対応し，

問題の受動構文を導入する働きを勤めている点で，上に述べた‘‘it＋受動態＋与

格（句）”におけるitと共通した性格のものである。

　以上は，中期英語における直接受動構文を，B型に焦点を置いて観察してきたもの

であるが，無論，具体物をさす主語に始まるA型は，中期英語において論理的な

「主語＋述語動詞＋付加要素」の語順が確立してゆくにつれて，ますます多く用

いられるようになっていっている。それは，しばしば「主語＋受動態＋与格（句）1

という近代的語順によって，論理的態勢を整備している。ふたたびWycliEe訳聖書

の惚励側からの引用を例として言えば，単にAnglo－Saxon訳におけるA型ばか

りでなく，B型のうちで主格形による主語を含む形式のものも，Wychi任e訳では，

「主語＋受動態＋与格句」の語順によるA型で表わされるようになっている。

　（18）al　synne　and　blasfemye　sha1δθ∫oγタo麗π60η乙8π，…一Wycli珪e，

　面66ん8ωxii．31（cf．皿（4））．

　（19）　AI　power乞3タo拠π孟o耀，in　heuene　and　in　earthe．一ぢ6薦．xxviii．

　18，（＝All　power　llas　been　given　meンboth　in　heaven　and　on　earth．）

　（18）は皿の（4）にあげたAnglo－Saxon訳でのA型に対応しているが，（19）

に該当するAnglo－Saxon訳は，
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　（19ノ）　漉ゼs　gθs8αZdlεelc　anweald，on　heofonan　an（i　on　eorpan，

と，B型をなすものである。

V

　かりに，IVの（5）に引用した中期英語のB型の構文∬伽was　not　geue　so

mikel　plas．において，文頭に人称代名詞の11imではなく，名詞を表現する揚合を

考えてみよう。すでに名詞の与絡語尾一eが脱落していた14世紀の北部方言の文献

である0％730γM肌面では，この文は0聯Zo7♂was　not　geue　so　mikel　plas．と

　　　　　　　　　　表現されたと推定される。この揚合，本来与格形としての10rdも，述語動詞に先立

つこの位置では，それに対する主語であると解釈されるようになるのが自然であろう。

このような現象が契機となって，同種の構文において受動態の述語動詞に先立つ通格

形の名詞が主語であるという意識が醸成され，ひいては，人の表現に人称代名詞を用

いようとする揚合でも，それを同じ位置に主格形で表わすようになるとは，容易に想

像されうることである。つまり，砿。mwasnotgeuesomikelplas．＞0％γZo74was

not　geue　so　mikel　plas。＞肋was　not　geue　so　mikel　plas。（＝He　was　not

given　so　much　place．）の過程をたどって，今日の間接受動構文が発達したと考えら

れる。

　現に，変遷の原動力をなす通格の名詞が主語として受動態に先立っている具体例は，

次のように，14世紀初めの文献からあげることができる。

　　（1）　Tゐ81）％舵胚μoπωα3gθ”θπhys　lyff，And　fleygh　out　of　land　with

　hys　wyff，　　E乞oんαγ♂σoθγ♂8L留oπ1307－8（c．1300）（q．van　der　Gaaf）。（＝

　The　Duke　Milon　was　given　his　life　and　fled　out　of　the　lan（1witll　his篤vife．）

　この例では，冒頭のthe　Duke　Mylonは，あとの等位節における述語動詞Heygh

に対し共通的に主語としての関係にあり，当然，すぐあとのwas　gevenに対しても

主語とみなされるべきものである。従って，was　gevenのあとのhys1頭は保留さ

れた，本来，対格の目的語ということになるが，実際の作者の意識ではhys　ly仔は

＊　もっとも，σ％γsoγ漁嘱乞のこの引用個所にすぐ先立つ部分が，‘乞Z　o％γ～o冠in　erth　so

mikel　was皿ot　leued，Whar　on　pat　he　mi5t　rest　on　is、very　heued。一16762／114－

7．（＝Not　so　muc五was　left　for　o皿1Qrd　on　eaTthアwhere　he　could　rest　his　wearied

head，）となっていて，文頭のti11（＝tQ）our　lordが与格相当の前置詞f寸きの句で表現さ

れているo
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was　gevenに密着して，was　geven　hys　ly鉦でひとまとまりの述語を構成していた

ものと解されるのである。伝統文法で，The　duke　was　givenん乞3Z彰．における

hs　lifeは保留目的語（Retained　object）と呼ばれているが，その名称は実態を表

わすのに不適当なものと言わなければならない。

　受動態の直後に接する，ものをさす名詞表現がその動詞表現と複合的要素を構成し’

ている点が，いっそう端的に認められるのは，次のような現象においてである。

（2）1ic碁ngewi6innen・assu皿falsgleadschipe7・δer・fm・nne五erew・rd，

・6er3efme乞3iluuetmarepenan・per，marei・1hnet，mare伽9・4・6er
糀θπ3乃θ。一∠1πoγθηθ既33θ48b，1－5。（＝Pleasing　within，as　some　false　joy，

eit五erfr・mthepraise・fmen，・rif・neis皿・rebe1・ved，m・re且attered，。r

done　more　goo（i　or　honour，than　another．）

（3）lfandエhesub・wnden，sc・urgede，σ睡叩磁t・drynke，nayledet。

peCr・sseンhyngandeinpeCr・sseanddyeandinpeCr・sse．一Ric五ard
Rolle・fHamp・1e，P7・s8Tγ磁sθs・（a，1349）。（一lfQundJesusb・und，

scourged・givengallt・drink，nailedt・theCr・ss，hanginganddying・n
it．）

　（2）のidon　god　o6er　menskeは，先行する文脈におけるis　iluuet…iolhnet

に続いて用いられたもので，iluuet，iolhnetという2個の過去分詞に対等な位置にあ

るのはidonだけではなく，idon　god　o6er　menskeという連語全体であるとみなさ
　ホホ
れる。また，（3）のgy鉦en　galle　to　drynkeはI　fand　Ihesuに続いて目的叙述

語としての機能を果たしており，gy飽nという過去分詞は目的語のIhesuに対し，

受動関係の叙述語であり，Ihesu　gy鉦en　galleで収縮した間接受動構造をなすもの

である。しかし，ここでもgy鉦en　galle　to　drynkeはまとまって，その前にある

bownden，scourgedeという過去分詞や，あとのnaylede　to　pe　Crosseという分詞

句と対等な単位としての機能を果たしており，galleには対格の保留目的語という自

立性が感ぜられない。

　このr受動態＋ものの表現」の主語として，人をさす主格形の人称代名詞が用い

られるようになって，間接受動構文が形式上で完成したと言えるのであるが，その形

＊　古期英語の1nan（＝G臓π，cf・F　oπ）に由来する主格の不定代名詞。

＊＊　ちなみに，且駕γ8％耽ss8のこの個所に該当するラテン語版では，…si　quis　plus　alio

diligatur2Plus五・n・retur，amplius伽％”8吻ゼαご．となっていて，diligatur，h。n。retur

　という二つの受動態に対し・amplius　bonum　recipiat（』receives　more　good）だけが

能動構造で表わされている。
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式においても，もっとも早い例の一種とみなされる13世紀初めの現象は，次のよう

に，「受動態＋ものの表現」が緊密な意味上の単位をなすものであることに注意さ

れ，る。

（4）pacnihtesscullensuggen…pat加㈱惚θゐZ・4andrestestpeon
b紀d（1e。一。乙αタα？πoπ9470－1．（＝The　knights　shall　say　that　you　五ave　been

bled＆nd　are　resting　on　be（1．）

（5）Opre…hude6ha皿五wenん砒・δ伽ゐZ・d・nanear皿eδre・一五η・γθπθ

甲乞∬870b．4－6．（＝Other　nlen五ide　themselves　when　they　五ave　been　bled

on　t五e　vein　of　an　arm。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　今日この1et　bloodの意味も統語法も古風なものとなっているが，その余喘が複合

語のbloodlettingという固定した形式に留められているという点を見ても，中期英

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホホ語における16ten　b16dの慣用的結合力の固さが察知されよう。Pu田rt　ileteblod。の

ような特殊な表現法を，そのまま今日における一般の間接受動構文の源と見ることが

できないが，少なくともこれを，B型の直接受動構文の統語的性格を引き継ぐ間接受

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホホホ
動構文の本質が具現化された，一つの歴史上の現象とみなすことは許されよう。

　次に，主格形の人称代名詞を主語とする，もっと一般的な間接受動構文の例をあげ

よう。

　（6）　写θshulle∫oγ一＠θ秒写π⑳your　sake　T虹e　holy　gosもes　yeft　to　take．一

伽s。γ漁幡（FairfaxムIS．）19019－20（a、1400）・（＝Y・uwillbef・rgiven

y・ursinbytakingthegift・ftheH・1yGh・st・）

（7）Allmyshepearg・ne，1α肌n・t聯・・ne，…一丁・卿π吻P鞠3xIL
24－5（c，1450）．（一A11皿ysheepareg・nellhaven・neleft・）

（8）Rychenep・・re，y・ngne・1d，Sych乱n・there7as1α編・Zd・lnall

thyswarldisn・ne．一瀾，・x。34－6・（ニRich・rp・・r・y・ung・r・1d，such
乱nother　is　not　to　be　found，as　I　anl　told，i且all　t五is　wor1（i．）

　（9）　I　wolde　besech　yow　that　ye　wolde　vouchesafe　lat　my　saide　son　hafe

＊　Cf，OED，s．v．BLooDπ，1d．

＊＊　現に，・4初γθ％1梶s3θ中に，次のような複合語としての現象が見られる。pe　uttre

hwle＿。fd。ddunge＆・fb乙・dZ8伽9a－4b。9－14（一theextemalrule・fshaving

and。fb1。。dletting）／Swinki且de＆δZ・4乙8舵，一71a，20（＝lab・uTingandhaving

been　bled〉

＊＊＊　近代英語において1et　bloodの受動態を用いた例としては・次のものがあげられる。

His　ancient　Knot　of　dangerous　Aduersaries　To　morrowαγθZθむbZoo4at　Pomfret

　Castle，…一Sh＆kespeare，瓶o肱γ4ε加丁肋4111，i，182－3．（かれの物騒な旧反対党ども

　にはあすポンフレソト城内で放血の療治を施すことになっている。）
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the　saide　lifelo（1e　to　ferme　for　terme　of　your　life，paying　to　yow　therfore

yerely　CC．marc…，and穿8scha11δθpα躍θdl五it　truly　at　London7…一Pα5哲oπ

Lθ6哲8γ3，No．262（1455）．（＝I　should　beseech　you　tllat　you　would　kindly　let

my　son　have　the　livelihoQd　of　farming　duτing　tlle　term　of　your　life，paying

y・u200marksyearlyf・rit，andy・ushallsurelybepaiditinL・nd・n・）
　（10）　1αm　pγφ解d　a　maryage　in　London，…一獅♂，，No，739（1474）。（＝＝I

have　been　o鉦ered　a　marriage　in　London，）

　（11）　1側α3Pγ07π雪sΨ（君venyson　a　geyn　my　fest　of　my　I’a（1y　Haτcort，一。一

伽d．ンNo．831（1479）．（＝I　was　promised　venison　for　my　feast　by　my　Lady

Earcourt．）

　このうち，注意すぺきなのは（6）のσ灘30γ漁π碗からの引用例である。0脚so7

M％醐¢の四つの写本のうち，ここに引いたFairfax　MS．とともに，G6ttingen　MS．，

Trinity　MS．はいずれも，新しい構造によって主格のye（5e）を用いているのであ

るが，もっとも古い1300年ごろの作といわれるCottonMS．では，“物ωsalfor－

giuen　be　yuτsake，…”と，古いB型の直接受動構文によって，与格のyowが用

いられている。ここに，古い構文において，首位を占めた人をさす与格が心理的には

むしろ主語と意識されたものであり，それがやがて文法形態によって顕現化されて行

　　　　　　　　　　　く過程を見ることができる。この推移に伴う，ものをさすyur　sake（your　sake）の

機能の変動は必然的であり，主語から保留目的語へという移動は，単に結果的に意識

されるだけのものに過ぎない。

　（8）のas　I　am　toldは，原型としてas　me　is　told（cf・IV（8）・（9））という

非人称的構造が考えられるべきものである。そして，このas　me　is　told＞as　I　am

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ
toldの推移が，ちょうど，15世紀の半ばに生じたas　me　pinkep＞as　I　thinkの

変遷によって象徴される非人称構造から人称構造への推移に平行している。

　（11）は，受動の観念に対する行為者をof（＝by）以下の句によって表現してい

る例であるが，この文に対応する能動構文として，My　Lady　Harcort　promysyd　me

＊　E，Marc五alld（“The　Syntactical　Change　from　In且ectional　to　Word　Order　System

and　Some　E丘ects　of　This　Change　on　the　Re1＆tion‘Verb／Object，in　English，”11πgZ協

LXX．i，1951）は，この過程についての見解を極端に押し進めて，H8was　forgiven　hs

sin．という異常現象のほうがさきに存在していて，それを書記上で訂正した形が丑伽was

fofgiven　his　sin．であり，後者が文献上に頻出するのは一種の統語的症状の徴候（the

sympton　of　a　syntactic（1isease）　に‘まカ、ならないと言う　（oP・o乞む・，P・79f・）。

＊＊　Cf．van　der　Gaaf，Tんθ7γαπs漉oπカo鵠読8加μγ30㎜乙哲o仇8P8730照Zσoπs6γ％o‘勿％

伽価翻θEηg伽ん§§116，117，
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venyson…が引き出される。しかし，この揚合，能動と受動との対応は，promysyd

対waspromysydを軸にしているのではなく，promysydvenyson対wasprom－

ysy（1venysonを軸にして現われていると考えるべきである。

w

　前章で観察したところから，間接受動構文は，14世紀に発達の繭しを見せ，ほぼ

15世紀に完成したと結論を下すことができよう。近代英語（Modem　English）には

いって，「主語＋述語動詞＋付加要素」の語順がますますその安定度を高めてく

るにつれ，人を主語とする叙述様式としての間接受動構文もいっそう普及し，16世

紀末には，大体今日の標準語法における状態と同じくらいにまで用いられるようにな

　　　　　　ホ
ったと見てよい。

　以上は，新構文発達の観点から下した一般的な断定であるが，それとは別に，ここ

ではまず，伝統的なB型の直接受動構文が近代英語の統語法に残存している現状に

注意してみたい。それは現代英語（Present－day　English）の散文体では古風な雅趣

を帯びるものであるが，それだけまた，英語の統語法における潜在的特徴を端的に露

呈した強意的表現法として注意されるべき現象である。

　（1）　if読θγθ脚γ80ゆθ4ん乞㎜al　the　kingdomes　of出e　worlde．一Th．Moreン

TんθL蜥θ（ゾJoんπP乞o％s18D4（c．1510）（q．Visser），

　（世界中の王国がかれに呈上されたなら……。）

　（2）　　Tんθγθω8γθ8んθωθ切妙π60ん！1ηL　manye　thynges．　　　Id．，〆4　1）εα沼og％8　00π一

〇θ肌乞πg肋7臨θs272B14（1528）（q．Visser）．

　（かれに多くのものが示された。）

　（3）　1east　I　should　bee　exalte（1aboue　measure　through　t五e　abundance　of

the　reuelations，6んθγ8忽び‘zs　g⑳θπむo鵬θa　thoτne　in　the　且esh，a　messenger　of

　　　　　　　　　　　　　　　Sathan　to　buH1et　me，…一A．V．，刀F，σoγ伽む雇観s　xii．7（1611）．

　（われはわが被りたる黙示の鴻大なるによりて高ぶることのなからんために肉体

＊　Cf・Poutsma，θγα肱o∫ヱ｝碗θ跡odε規E物9．xLvII，§33；S6derlind，oP．o髭．§17．

＊＊　The　Authorized　Versionの略。なお，A，V，からの引用は丁舵．4厩肋γガ38d　I兀θγ3乞oπ

o∫伽Eπg傭んβめZθ1611（ed．W．A，WriglltンCambridge，1909）にょるoなお，この

2σoγ・xii・7はN．E　Bでは，次のように，間接受動構文を用いた文となっている。tQ

keep　me　from　being　unduly　elated　by　the　magnificence　of　such　revelations，1ωα3

g加6πa　sharp　pain　in　my　body　which　came＆s　Satan夕s　messenger　to　bruise　me　i…
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　に一つの刺を与えらる，すなわちわれを打つサタンの使いなり。）

　（4）6・乞・庸s・θu87惚η，・M33θ隅鞠げ孤θπ，sha11δθ卿πbythemaj・r

part，the　Rigllt　to：Present　t五e　Person　of　them　a11，…every　one…shall

Aut五〇rise　a11the　Actions　and　Judgements，of　that　Man，or　Assembly　of

men，…一Th，Hobbes，L顔α読飢xvIII（1651）．

　（どのような人または人々の合議体が，大多数の人々から全体の人格を代表すべ

　き権利を与えられようとも，すべての人は，その人または人々の合議体の行動と

　判断をみな権威あるものと認めるべきである。）

　（5）A　maiden　knight　　‘o耀¢s　g物肌Suc五110pe，I　know　not　fear；…一

A，Tennyson，S乞7（7αZα舳4vi（1842）．

　（純潔な騎士として，わたしには恐れを知らぬ希望が授かっている。）

　（6）　Toんθγんαdl　notゐ8θπ（乞θηゼθ（江the　gift　of　beauty＿Charlotte　Bront6，

S肋勿VI（1849）．

　（彼女には美人としての資質が恵まれていないということがなかった。）

　（7）　　Toむん8ノ乞γs6，‘んθγθ¢s　sんoωπbut　a　very　sm乱11field　of　experience，and

ごα％gん6a　very　trenchant　principle　for　judgment　an（i　action　l…一R，L．

Stevenson，1V伽gゼπ茄％s　P麗θ7おg％θII　（1881）．

　（前者にはきわめて狭い範囲の経験しか示されておらず，判断と行動に対する基

　本もきわめて厳格なものが教えられている。）

　（8）　Ah！but‘0　6んθ　％¢9ん6　んαld　ゐθ8π　9⑳θπ　that　pale－gold　moon－ray，　むo

んθ73θびnothing，no　faintest　gleam　l・Dり一J．Galsworthy，Tんθヱ）α沈Fzo膨711．

XVII（1913），

　（ああしかし，夜にはあの薄黄金色の月光が照らされているけれども，かの女自

　身には何一つ一ひと筋の微光すらも一当てられていなかった。）

　（g）　To読θ呪α7g％乞3θs　mig五t　safely　bθZ（がむthe　production　of　that　part　of

literature　which　is　known…as　belles　lettres．一S．Maugham，σα舵s観411Zθ

Xlv（1930），

　（侯爵たちには美文学と称する文学分野の制作をまかせておいて間違いあるま

　い。）

　（1），（2），（3）では，文頭または節頭に，人をさす与格（句）の代わりに，形

　　　　　　　　ノ式的導入語のthere一がすえられ・ているが，この配語法は，中期英語の現象としてIV

の（16），（17）に引用したt血usやanoneの副詞に導かれ・る構造と同範疇のもので

あり，非人称的構文の特徴を提示した形式として注意される。（7）は，本来の与格
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句で始まるB型の形式と形式語の馳ereで始まる形式とが併用されているもので，

卓立的強調と落ち着いた説明的口調とが程よく織りなされた均斉のある文となってい

る。この（7）を含めて，その他の引用例はすぺて，動作に関与する人または人にな

ぞらえられうる対象の概念が，それぞれの文脈で前方と照応し，あるいは後方と対

照的に，強調され’ており，生き生きしたリズムを醸し出している。これらの現象が問

題の間接受動構文と密接に関連するものであることは，たとえぱ，（8）のむo伽e

night　had　been　given…から冒頭の前置詞toを除けば，そのまま丁五e　night五ad

beengiven…という平板な調子の間接受動構文が出現することを見ても明らかであろ

う。それは，いわば今日の間接受動構文に潜在する起原的様相が，きびきびしたリズ

ムをたたえて，近代英語の文体に発露したものである。

　上の表現法に関連して，IVの（10）一（15）に例示した“It　is　told　me　that…”

型の非人称的直接受動構文について，なおここで言及しておきたい。それは，現代英

語では一般に“I　am　told　that…”型の人称的間接受動構文に取って代わられてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホるが，16，7世紀の作品には，次のように，存続している姿が見受けられる。

　　　　　　　　　　　ホ　
　（10）　tllen照3ゼ6α誘θdんッ隅whitller　a　man　must…have　charite　therwith。

一Th。More，。41）協Zog％θ（70πoθ7幅πgπ8γθs乞θ3264A2（q。Visser）。

　（それからかれは人間はさらに慈愛の心をもたねばならぬのかと尋ねられた。）

　（11）　髭ωα3オoZ♂θSoZo鵬oπンsaying，Behold，Adoniiah　feareth　King　Solomo11：

…一 ，V．7五K伽93i、5L
　（ある人ソ・モンに告げて言う，アドニアはソ・モン王を恐ると。）

　（12）　πゐθぢπ9∫oγ尻4（君θπんゼ鵠in　t五e　rebellious　times　to　act　tragedies　and

come（1ies…11e　was　forced　to　tum五is　thoughts　anot虹er　way．一J，Dryden，

ρプ砒70¢o　PZαΨ319　（1670）　（q．S6（1erlind）．

　（物情騒然とした時代で悲劇や喜劇を上演することが禁ぜられていたので，かれ

斎　現代作家の文章に見られるこの種の構文の一例をあげる。丁五e　Countess五aving　sllud－

dered＆t　it　andτesumed　her　biscuit，乞6ωα3Zθノ乞ごo伽to　ロ1ake　the　ope且ing　exca－

vation．一A．A．Milne，1／1伽％（伯爵夫人が恐れをなしまたビスケソトをかじり出し

たので，その掘り込みの皮切りをわたしがせざるを得なくなった。）ここでは，1was　left

to　make…とあった場合の1にくらぺ7to　meにより多くの対照上の強調が感ぜられる。

＊＊　発生的に古期英語のascianは，1語ran（＝teac玩cf．G　Z読γθπ）とともに，普通，人

　をさす対格目的語を従える動詞であることを考えれば，この例はいっそう注意を引く現象と

思われる。記述的統語法の観点から，このaskがte11などと同範疇の動詞と意識されてい

　ることは言うまでもない。
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　も注意をほかの方面に向けないわけにはゆかなかった。）

　（13）　so　shalt　thou　see　tlle　gate　l　at　which，when　thou　knockest，猛sha11

ゐθ哲oZ4伽8what　thou　shalt　do＿」．Bmyan，TんθP吻7伽，3．P70gγ8ss（World

Classics，P．11）（1678）。

　（そうすればその門が見え，それをたたけば，どうすればよいかが教えられよ

　う。）

　これらの例に見られる受動構造は，論理的形式を整えているにもかかわらず，現代

英語で一般に慣用化している構文であるとは言えない。今日，普通には，itの代わり

に人をさす代名詞や名詞を具体的な主語として冒頭に表わす人称的構文がそれ，に代わ

っている。特に，（12）における直接受動構文に対応する間接受動構文のHe肱♂δ8肌

∫oγδ掘4餓60臨…では，受動態とあとに接する不定詞句とが意味上でも融合して・慣

用的な連鎖形式の述語を構成しうるのである。なお，（13）に引用した丁舵P吻γ伽ンs

P70gγθ3sにはまた，“I　am　told　that…”型の構造も見られる。その例は下の（27）

にあげる。

　すでに（3）と（11）に引用したように，Authorized　Version（略A．V、）には，

Wycli働訳聖書におけると同様な非人称的直接受動構文が維持され，ている。さらに

注意され’ることは，そのことは，A，V．よりも古い1526年のTyndale訳について

は無論であるが，新しい1881年の：Revised　Version（略R．V。）や1946年の

RevisedStandardVersion（略R，S．V．）にっいても言えるということである。そ

れは，聖書の英語の統語法は，より古い訳書におけるものに捕らわれやすく，またラ

テン語やギリシア語の原典における統語法に準拠し，それに制約されがちであるた

め，自然，同じ時期における普通の散文体のものよりも弾力性に欠け，保守的な傾向

を帯ぴるという事実に帰せられ’る。前に皿で，Anglo－Saxon　Gospelsの漁66舵ωに

直接受動構文が22個所あることを述ぺたが，それがことごとくTyndale訳，A，V．，

R．．V．，R．S．V．にまで持ち越されている。さすがに，最新の1961年刊行のThe

New　English　Bible（略N，E．B。）では，5個所（vii．7，xii．32，xiii。12の後半

部）が違った構文に変わり，下にあげるxiii・12の前半の1個所だけ，間接受動構文

に移っている。

　まず，Anglo－Saxon訳のもので，近代の訳書ではもっとも間接受動構文に変わっ

ていそうに期待される非人称構造のB型を含んでいるxiii．11を，Tyndale訳，A．

V．，R．V，，R．S．V。，N．：E．B．によって，対照的に並記しておく。皿の（7）と

（7”）にあげたAnglo－Saxon訳とWycli鉦e訳を比較されたい。
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（14）　Tyndale：∬乞6¢sσθ”θπ砂幡oッo％　to　knowe　the　secrettes　off　the

kyngdom　of　heven　l　but60オん8呪ゼ6ゼ3not　gθη6π。

（15）　A．V，：Bec＆use乞6¢s　gゼ％θπ辺幅o写o％to　know　the　mysteries　of　t五e

kingdome　of　heauenンbut60伽η乙¢6¢s　not　g薇θπ．

（16）　R。V，：U幅o“o％¢巨s　g伽πto　know　the　mysteries　of　the　kingdom

of　heaven，but60哲んθ糀窃ゼ3not　g物θπ．

（17）　R．S．V。：To穿o財¢6has6θθπg伽πto　know　the　secrets　of　the　kingdom

of　heaven，butオo哲んθηしゼ6虹as　notゐθθπ9吻θπ。

（18）　N。E　B．：πhasゐθθπgγα撹θ4哲o穿o％to　know　the　secrets　of　t五e

kingdom　of　Heaven　l　butω6ん03θo孟んθγ3麗五as　notゐθθπgγα窺θ4．

　これは，各訳書を通じて非人称的直接受動構文が維持されている例であるが，次に，

古い訳書で用いられていた直接受動構文がN。E．B．で間接受動構文に変えられてい

るxiii・12の前半部を記してみる。Hの（2）と（21）にあげたAnglo－Saxon訳と

Wycli任e訳を比較されたい。

（19）　Tyndale：For　whosulnever　hath‘oん伽sha11んゼ6ゐθgθ肥π，and　he

sha11五ave　aboun（1ance；…

（20）　A。V．：For　whosoeuer　hath，むoん狛sha116θφ％6π，an（i　he　shall　haue

more　abundance：…

（21）　R．V。：For　whosoever　hath，哲oん翻sha11乙θφ肥π，and　he　shall　have

abundance：一・

（22）　R，S．V，：For60ん伽who　has　will　moreわ8g伽π，and　he　will　have

abundance；一9

（23）　N。E　B、：For孟ん8肌飢who　has　wi11ゐθg伽πmore，till　he　has

enough　to　spare　l…

注意すべき点は，同じ直接受動構文でも，Wycli脱訳とTyndale訳は形式上の主

語としてit（hit）を用い，R．S．V。は不定代名詞のmoreを主語として表現して

いるのに対し，A。V．とR．V．は，全然，主語を表わしていないことである。A．V．

のto　hm　shall　be　giuenは，むしろAnglo－Saxon訳のhim　byp　gesealdに直

結する非人称構造の特徴を露呈したものであり，A．V．の文体の古雅な格調を統語法

　　　　　　　　　の上に示した一例と言える。

筈　もっとも，実際にはA・V・のwhosoeuerhath，tohm　s肱Z‘加9乞％8πは，ギリシア

語聖書の5σπ9…♂zε‘，δoθウσετα‘αδτφを忠実に訳し出した結果と考えられる（cf。ラテン

語訳：Ωui…habet，臨薦脚ei）。なお，ドイツ語聖書（Lutller訳）でも，この個所はwer

…hat，dem漉γ4989εわ8πと，同じ構造となっているが，フランス語聖書ではoπ♂飢η8脇

a　celui　qui　aとなっていて，不定代名詞onを主語とする能動構文で表現されている。
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　また，皿の（11）に引用した％α矯ii，26の非人称的直接受動構造6eん伽ne

αZ蜥θ4θπω70πto　etanneは，　Wycliffe訳（the　whiche　it　was　nat　Zθ4％Z　to　ete），

Tyndale訳（whichisnotZαが％ZZ…toeate），A．V．（whichisnotZαが％ZZto

eate），R－V。（which　it　is　not　Zα姫協to　eat）ンR．S．V．（w五ich　it　is　not　Zωが％Z

　to　eat）のいずれも，叙述形容詞を用いた構造となっているが，N．E．B．では，

　（24）　He…ate　the　consecrated　loaves，thoughπo　oπθbut　a　priest富αZZoτ6，θ4

toeatthem，一

と，人称的間接受動構造に変わっている。これは，（10）一（13）で観察した構造に

対する，新しい英語の統語法を特徴づける構造であり，「受動態＋to不定詞」の慣

用的融合性を物語る現象である。この構造は，受動態の適用範囲が論理的に規制され

ているフランス語では許容され’ていないものである。上に引用した伽矯ii．26が，

　　　　　　　
フランス語聖書では，

　（24ノ）　i1…mangea　les　p＆ins　de　proposition，qu7嘉n7θs‘Pθ7耽ぢ3qu＠％ωsα／o7ゼノ乞一

〇α蜘γsdemanger，…

という，i1（＝it）を形式上の主語とした非人称的受動構造で表わされていることを

参照するとき，英語の叙述様式に見られる統語的性能の特異な発展性を知ることがで

きよう。

　次に，新しい間接受動構文の具体例として，近代英語の各時期を代表すると思われ

るものだけをいくらか選んで示すこととする。

　（25）　んβcould　neuer　after…68∫oγgθ％θπhis　synne＿Th．MoτeンTんθ（70が％一

観ゼoπげ丁伽面Z83五πs膨γθ602G5（1533）（q。Visser）．

　（かれはその後二度と罪を許されることができないであろう。）

　（26）Glamys　thou　art，and　Cawdor，and　shalt　be　What伽麗γゆ70伽3’必
　　　　　　　キを　　Shakespeare，面06θ6ん1．v．16－7　（1606）．

　（そなたはグラミスの領主であり，コーダの領主でもあるのだから，予言通りの

＊　五（乙Sα乃π詑1克配θ（parLouisSegond，Paris，1959）1こよる。

＊＊　引用はSんα舵3pεα78’3Clo隅ε伽832彫3むoγ乞83，あTγαg84乞88」A　Facsinlille　Edition　of

the　First　Folio（by　K6keritz＆Prouty，Yale，1954）による。この引用個所の直前の，

Lady　Macbethの読む夫からの手紙の文面中に，次のように，同じpromiseを直接受動構

造に用いた文が見られるのは興味深い。…thatthoumight’stnotloosetlleduesofTeioyc－

　ing　by　being　ignorant　of、vhatGreatnesse乞3μo伽s’4哲ん8a（いかなる光栄が御身に約

束されているかも知らず味わうぺき喜ぴも味わずに済むようなことがあってはならぬと…。）
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　身分にもおなりだろう。）

　（27）　1ωαs‘oZ4that　he　scattered　almost　all　the　rest　of　the　way　with

nothing　but　doleful　and　bitter　complaints　l…一J・Bu皿yan，　Tんθ　Pπ9γ乞鵬，3

P709γθ332P．124・

　（かれはそのあとの道中ほとんどずっと悲しげな痛ましい苦情ばかりを言いなが

　ら行ったということでした。）

　（28）When鵬ωθγθsんoωπa　room，I　desired　t五e　landlord…to　let　u曲ave

his　company，…一〇．GoldsmithンTんθ碗oαγ4昭ω舵伽Z4111（1766）．

　（わたしたちが部屋に通されると，わたしは宿のあるじにわたしたちの話相手に

　なってほしいと所望した。）

　（29）　As　a　child1ωαs6側gんむwhat　was　right，but1ωα3not‘照gんむto

correct　nly　temper．1瓢3g伽％good　principles，but　Z碗to　follow　them　in

pride　and　conceit－J．Austen，P7乞（君θαπ（∫Pγθゴ％dl乞oεLvIII（1813）・

　（ぼくは子供の時分に何が正しいかということを教わったが，自分の性分を正す

　ように教わったことがない。りっぱな道義は教わったけれども，それを自負心と

　うぬぼれの気持ちで守りさえすればよかった。）

　（30）　πθ10ves　to　llear　tell　of　or　toゐ83んoωπsomething　what　he　calls

‘outlandis五．，一J．conra（1，∠しm写Fos‘θγ　（1902）。

　（かれは，かれのいわゆるr異国的」なものの話を聞いたり，それを見せてもら

　ったりするのが好きなのです。）

　（31）　Tllere　and　then，1ωα3g¢循πan　inkling　of　w1ユat　it　must　llave　felt

like　to　be　in　t五e　streets　of　Paris　in　17890r　beside　the　bridge　at　Concord　in

1775．一A．Toynbee，∠4瀧εγ乞oαα舷抗θ四〇γZ♂E8秒o臨むゼoπ1（1962）。

　（その時その揚所で，わたしは，1789年にパリーの通りにいたり，1775年にコ

　ンコードの橋のふもとにいたりしたならば，どんな感じのするものであったかと

　いうことを，おぼろげながらも思い知らされました。）

　現代英語の統語形式としての間接受動構文を，直接受動構文と対比して・その文体

価値を判定することは簡単にはできないが，それが平易な口語的文体にまで自然に浸

　ホ透し，英語の表現力を多様にし，それに円滑さと弾力性を加えていることは確かであ

る。特に上の（30）におけるように，同一の人をさす主語に対し，間接受動態が他の

叙述形式と共通して用いられる場合などは，この構造のもつ簡便な慣用性を十分に発

揮しているものと言える。

＊　Cf．Curme，S釧窺α詔p．117f．
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　英語特有の間接受動構文は中期英語の時期に発達し出したのであるが，それには，

英語の構造体系が総合的から分析的に推移するにつれ，名詞や代名詞の格形態に混同

をもたらしたことが，外的な要因となった。しかし，それとともに，忘れてならない

のは，問題の構造そのものに潜在し，変遷を誘導した内的要因である。古期英語の

H：im　byP　geseald…のようなB型の非人称的直接受動構文が母体となり，この構造

そのままの語順と意味のリズムの中から，近代のHe　is　given…が産み出されたの

である。

　ここで想起されるのは，Curmeが俳㈱．げ伽θ8禰απ五㈱9瓢9θ（P・536f・）で

ドイツ語の統語法について述ぺた次の見解である。ドイツ語で，本来，二重対格を従

える1e五renの受動態が，人を主語とする（1）Ichwerdedasnic批geleht．（ニ

I　am　not　being　taug玩that．）や，ものを主語とする（2）Das　wird　mich　nicht

geleht．のような構文よりも，今日，人をさす与格を含む（3）Das　wird瓶γnicht

gelehrt．のような構文に，はるかに多く用いられるようになっていると説き，その理

由として，古くにあった（1）や（2）における動詞と対格との密接な複合的融合感

がいまでは薄れ，代わりに，受動態に目的語が付加されることに違和感が生じて来た

という事情を指摘している。

　近代英語でも，Wの（2）一（9）の引用例などにおけるように，直接受動構文に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ与格関係の要素をtoによる分析形式によって表現する傾向が見られるのは，この要

素のもつ受動態の述語動詞に対する副詞性を顕示しようとする心理の現われである。

しかし，英語においては，このような表現法と並んで，間接受動構文が平易な口語的

文体の中にまで確立されており，受動態とものの表現との間の融合感が，ちょうどド

イツの揚合とは逆に，かえって近代に強く意識されるようになっている。英語とドイ

ツ語との間に認められるこの言語意識の相違は，要するに，両国語間における歴史的

な構造体系の差に帰せられよう。

＊　　Cf．Poutsma，oP，oゼ哲．xLvIL§34、


